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『
お
く
の
ほ
そ
道
』

『
お
く
の
ほ
そ
道
』

　

俳
聖
松
尾
芭
蕉（
１
６
４
４
〜
１
６
９

４
）が
、
46
歳
の
時（
元
禄
２
年
・
１
６
８

９
）に
敢
行
し
た
５
カ
月
間
も
の
東
北
・

北
陸
方
面
へ
の
旅
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
執

筆
し
た
の
が
傑
作
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
で

す
。

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
諸
本
の
関
係
に
つ
い

て
は
、ま
ず
芭
蕉
自
筆
本
が
あ
り
、そ
れ
を

忠
実
に
写
し
た
も
の
が
曾
良
本
（
曾
良
旅

日
記
と
と
も
に
伝
存
し
た
写
本
）
で
す
。曾

良
本
に
対
す
る
芭
蕉
お
よ
び
素
龍（
能
書

家
）の
補
訂
を
経
て
、
芭
蕉
が
素
龍
に
清
書

さ
せ
た
の
が
、
元
禄
７
年（
１
６
９
４
）４

月
成
立
の
素
龍
清
書
本（
西
村
本
）で
、
ほ

か
に
素
龍
筆
別
本（
柿
衛
本
）も
存
在
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
諸
本
の
う
ち
の
素
龍
清
書
本

（
西
村
本
）を
底
本
と
し
て
、
元
禄
15
年（
１

７
０
２
）、
京
都
の
井
筒
屋
か
ら
出
版
さ
れ

た
こ
と
で
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
は
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
り
、江
戸
時
代
を
通
じ
て
、版

を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
こ
の
井
筒
屋
本

の
系
統
に
あ
る『
お
く
の
ほ
そ
道
』（
版
本
、

当
館
蔵
）
で
す
。江
戸
時
代
後
期
の
出
版
と

考
え
ら
れ
、
寸
法
は
縦
19
・
４
㎝
×
横

13
・
６
㎝
で
、
全
部
で
54
丁
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。

　

表
紙
を
め
く
る
と
、「
次
田
氏
印
」
と
い

う
印
文
の
四
角
い
朱
印
（
１
・
９
㎝
四
方
）

が
捺
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
本
は
、
旧
黒
羽

藩
士
大
沼
家
出
身
で
歴
史
小
説
家
の
次
田

万
貴
子
氏（
１
９
１
６
〜
１
９
９
７
）旧
蔵

本
で
、
平
成
９
年
10
月
に
ご
遺
族
か
ら
当

館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
資
料
に
つ
い
て
は
企
画
展
な
ど
で
展

示
し
た
こ
と
が
あ
り
、
今
後
も
機
会
を
捉

え
て
展
示
し
て
い
く
予
定
で
す
。ま
た
、
昨

年
10
月
か
ら
今
年
の
２
月
に
か
け
て
、
当

館
研
修
室
に
て
講
座
「
近
世
の
版
本
で
読

む
『
お
く
の
ほ
そ
道
』」（
全
10
回
）
を
開
催

し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
テ
キ
ス
ト
と
し
て

使
用
し
た
の
が
本
資
料
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
講
座「
近
世
の
版
本
で
読
む

『
お
く
の
ほ
そ
道
』」
は
、「
陸
奥
篇
」
と
し

て
、
４
月
か
ら
来
年
３
月
に
か
け
て
続
行

す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
月
一
回
、
黒
羽
芭
蕉

の
館
の
催
し
物
や
収
蔵
・
展
示
資
料
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
②

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
② 『おくのほそ道』（版本） 『おくのほそ道』（版本）

『
コ
ア
・
ヨ
ロ
ト
ゥ
ル

　  

　
　
　 

シ
ン
ト
ゥ
ル（
蛇
の
心
臓
）』 

ホ
ル
ヘ
・
デ
・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ（
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
）

２
０
０
９
年

６

ホルヘ・デ・サンティアゴ氏ホルヘ・デ・サンティアゴ氏

★

設置場所案内図（★印）

駐車場

テニス
コート

野球場

広場
神
社

東芝

富士通

下石上公園下石上公園

　野崎工業団地の一角にある下石上公園。この
公園の南端にある土手上に設置してある彫刻
です。
　この作品は、作者の出身地であるメキシコの
神話をもとにして制作されたものとされてい
ます。メキシコの神話には、神への捧げ物とし

て生きた心臓を捧げる
という話が出てきたり、
一匹の蛇が登場したり
します。作者はその「蛇
と心臓」は「現世と霊的
な世界」を表わすものと
捉え、この作品によって

「この二面性をいくつかの幾何学的な二つの要
素を用いて表現すること」を試みたといいます。
　そう言われてみると、直線や弧といった幾何
学的なものの集まりが、何となく一匹の蛇が頭
をもたげとぐろを巻いているように、また、心
臓の形のようにも見えてきて、不思議な感覚に
とらわれます。
　作者は、1954 年
メキシコ生まれの
ホルヘ・デ・サン
ティアゴ氏。同国
の国立造形芸術研
究実験センターを
卒業し、同国内で
多数の公共事業に
参加しています。


